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二
〇
一
五
年
度
春
季
企
画
展
で
は
、「
戦
後
七
十
年　

学
徒
た
ち
の
戦
場
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
狭
義
の
出
陣
学
徒
に
と
ら
わ
れ
れ
ず
、

繰
り
上
げ
卒
業
や
既
卒
の
〝
学
徒
兵
〞、
あ
る
い
は
復
員
兵
や
家
族
な
ど
学
徒
の
関
係
者
に
ま
で
視
野
を
広
げ
た
展
示
を
行
な
っ
た
。
二

〇
一
四
年
度
秋
季
企
画
展
「
十
五
年
戦
争
と
早
稲
田
」
に
引
き
続
き
、
戦
争
と
大
学
を
あ
ら
た
め
て
問
う
企
画
と
な
っ
た
。

　

今
年
度
は
敗
戦
七
〇
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
多
く
の
大
学
で
戦
争
を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
展
示
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
安
全
保
障

法
案
の
具
体
化
（
企
画
展
開
催
時
、
の
ち
に
国
会
で
強
行
採
決
）、
戦
争
を
め
ぐ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
の
欠
如
へ
の
危
機
意
識
な
ど
も
あ
り
、
本
企

画
展
に
は
予
想
以
上
に
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
数
々
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
期
間
全
体
の
入
場
者

数
は
三
、五
六
五
名
で
あ
り
、「
早
稲
田
大
学
で
『
戦
後
七
十
年　

学
徒
た
ち
の
戦
場
』
開
催
中
で
す
」『
報
知
新
聞　

ブ
ロ
グ
報
知
』（
二

〇
一
五
年
四
月
一
六
日
）「
東
京
の
信
濃
」
な
ど
、
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
含
む
多
く
の
媒
体
で
紹
介
さ
れ
た
。

　

以
下
、
展
示
資
料
の
一
部
や
展
示
の
コ
ン
セ
プ
ト
等
に
つ
い
て
叙
述
す
る
こ
と
で
、
企
画
展
の
簡
単
な
紹
介
に
か
え
た
い
。

二
〇
一
五
年
度
春
季
企
画
展

　
　
　
　
「
学
徒
た
ち
の
戦
場
│
│
戦
後
七
〇
年
」

檜　

皮　

瑞　

樹
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プ
ロ
ロ
ー
グ

　

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
の
敗
戦
か
ら
七
〇
年
が
経
過
し
た
今
、
戦
後
日
本
社
会
が
共
有
し
て
い
た
戦
争
や
そ
れ
に
ま
つ
ろ
う
記
憶
、

あ
る
い
は
学
徒
出
陣
や
学
徒
兵
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
多
く
が
、
急
速
に
薄
ら
い
で
い
る
。

　

そ
れ
で
も
、
一
九
四
三
年
に
在
学
生
の
徴
兵
猶
予
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
や
、
同
年
一
〇
月
の
出
陣
学
徒
壮
行
会
の
風
景
、
学
徒
兵
の
特

別
攻
撃
隊
│
い
わ
ゆ
る
特
攻
│
に
よ
る
戦
死
な
ど
は
、
現
在
で
も
書
物
や
映
像
な
ど
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ
、
多
く
の
人
々
に
強
く
記
憶

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
学
徒
出
陣
や
学
徒
兵
に
関
す
る
〝
語
り
〞
は
、〝
在
学
生
の
悲
劇
の
戦
死
〞
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
収
斂
す
る

と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
、
戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
た
〝
学
徒
〞
が
狭
義
の
出
陣
学
徒
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
一

九
四
一
年
一
〇
月
に
は
、
修
業
年
限
が
三
ヵ
月
短
縮
さ
れ
、
学
生
の
多
く
が
学
業
半
ば
で
戦
地
へ
送
り
込
ま
れ
た
。
こ
の
繰
り
上
げ
卒
業

は
、
一
九
四
二
年
か
ら
さ
ら
に
三
ヵ
月
短
縮
（
修
業
年
限
は
二
年
六
ヵ
月
）
さ
れ
、
一
九
四
四
年
ま
で
継
続
し
た
。
戦
況
の
悪
化
や
そ
れ
に

よ
る
経
済
的
事
情
に
よ
り
高
等
学
院
か
ら
大
学
へ
の
進
学
を
断
念
し
た
学
生
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
既
卒
者
の
多
く
も
徴
兵
の
対
象
と
な
り
、
戦
地
へ
出
征
し
た
。
彼
ら
の
な
か
に
は
家
庭
を
持
つ
も
の
も
多
く
、
出
陣
学
徒
と
は

異
な
る
戦
争
に
よ
る
〝
犠
牲
者
〞
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
戦
死
し
た
〝
学
徒
〞
の
遺
族
や
友
人
た
ち
は
、
彼
ら
の
死
と
向
き
合
い
、
戦
後

社
会
を
生
き
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
戦
地
か
ら
生
き
て
生
還
し
た
学
徒
兵
た
ち
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
験
や
、
彼
ら
の
存
在
す
ら
語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。

〝
幸
運
〞
に
も
戦
地
か
ら
復
員
を
果
た
し
た
学
徒
兵
も
、
戦
争
の
記
憶
と
、
戦
死
し
た
〝
仲
間
〞
に
対
す
る
贖
罪
の
意
識
を
持
ち
続
け
な
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が
ら
、
戦
後
社
会
を
生
き
抜
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

戦
争
と
学
徒
兵
、
あ
る
い
は
戦
争
と
大
学
と
の
関
わ
り
を
問
い
直
す
際
に
は
、〝
出
陣
学
徒
〞
と
い
う
狭
い
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
固
執

す
る
の
で
は
な
く
、
繰
り
上
げ
卒
業
生
組
や
既
卒
〝
学
徒
兵
〞、
あ
る
い
は
復
員
学
徒
や
遺
族
た
ち
が
〝
生
き
た
〞
戦
後
、
と
い
う
問
題

に
ま
で
視
野
を
拡
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

戦
争
や
学
徒
た
ち
の
戦
死
を
、
悲
劇
や
英
雄
譚
と
し
て
語
り
継
ぐ
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
死
と
向
き
合
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
学

徒
兵
の
姿
を
直
視
し
、
ま
た
、
彼
ら
や
家
族
・
仲
間
を
そ
の
よ
う
な
境
遇
に
追
い
込
ん
だ
戦
争
と
い
う
も
の
の
本
質
を
あ
ら
た
め
て
問
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

Ⅰ　
〝
日
常
〞
か
ら
戦
場
へ

　

一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
等
に
宣
戦
布
告
し
、
つ
い
に
泥
沼
の
戦
争
へ
と
突
入
し
て
い
っ
た
。
戦
局

の
悪
化
と
戦
力
不
足
を
見
越
し
て
、
同
年
一
〇
月
に
学
生
の
修
業
期
間
が
三
ヵ
月
短
縮
さ
れ
、
在
学
生
に
と
っ
て
も
戦
争
は
避
け
ら
れ
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
翌
一
九
四
二
年
以
降
は
、
最
高
学
年
の
授
業
期
間
が
六
ヵ
月
に
短
縮
さ
れ
、
学
業
の
半
ば
で
多

く
の
学
生
が
戦
地
へ
と
送
り
込
ま
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
学
生
に
与
え
ら
れ
て
い
た
徴
兵
猶
予
の
特
典
も
一
九
四
三
年
一
〇
月
に
は
廃
止
さ
れ
、
徴
兵
年
齢
に
達
し
た
学
生
は
在
学
資

格
の
ま
ま
出
征
・
入
営
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
入
営
中
の
学
徒
兵
の
身
分
は
、
基
本
的
に
休
学
扱
い
と
さ
れ
た
。
翌
年
九
月
の
卒
業
予
定

者
に
は
仮
卒
業
證
書
が
発
行
さ
れ
、
戦
地
で
卒
業
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
戦
死
後
に
卒
業
扱
い
と
な
り
、
遺
族
に
卒
業
証

書
が
届
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
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一
九
四
四
年
か
ら
は
徴
兵
年
齢
が
一
九
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
ま
さ
し
く
学
生
に
対
す
る
〝
根
こ
そ
ぎ
〞
の
動
員
が
行
わ
れ
た
。

　

一
方
、
学
生
た
ち
は
徴
兵
と
出
征
を
、
自
ら
の
〝
使
命
〞
と
し
て
│
も
ち
ろ
ん
ど
こ
ま
で
本
意
か
を
問
う
こ
と
は
出
来
な
い
が
│
受
け

入
れ
て
い
た
。
出
征
と
〝
死
〞
が
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
出
征
ま
で
の
学
生
生
活
は
彼
ら
に
と
っ
て
貴
重
な
時
間

と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
彼
ら
を
送
り
出
す
側
の
様
相
も
決
し
て
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
公
式
な
場
で
は
、
国
家
へ
の
忠
誠
と
勇
ま
し
い
死
を
称
賛
す
る

よ
う
な
言
葉
が
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
私
的
な
空
間
、
あ
る
い
は
教
室
と
い
う
決
し
て
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え

な
い
教
室
と
い
う
場
に
お
い
て
も
、
彼
ら
の
〝
生
き
た
生
還
〞
を
望
む
声
は
確
か
に
存
在
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
声
は
、
同
時
代
に
お
い
て
も
、
あ
る
い
は
戦
後
社
会
に
お
い
て
も
、
戦
時
体
制
と
国
家
主
義
と
い
う
声
高
な
暴
力
に
よ
っ

て
押
し
潰
さ
れ
、ま
た
戦
死
を
美
名
と
し
て
賞
賛
す
る
よ
う
な
言
葉
に
よ
っ
て
打
ち
消
さ
れ
て
き
た
。し
か
し
、学
徒
の
死
を
望
ま
な
か
っ

た
家
族
や
仲
間
た
ち
の
人
間
と
し
て
の
素
直
な
声
に
、
私
た
ち
は
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

木
村
時
夫
の
回
顧

　

木
村
時
夫
は
一
九
二
〇
年
生
れ
、
早
稲
田
大
学
在
学
中
の
一
九
四
三
年
一
〇
月
に
学
徒
出
陣
を
経
験
、
中
国
大
陸
を
転
戦
し
、
一
九
四

五
年
一
二
月
に
復
員
。
戦
後
は
、
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
部
教
授
、
同
社
会
科
学
研
究
所
々
長
な
ど
を
つ
と
め
た
。
二
〇
〇
九
年
死
去
。

　

木
村
は
一
九
四
三
年
の
大
学
主
催
の
学
徒
出
陣
壮
行
会
前
に
行
わ
れ
た
史
学
科
に
よ
る
壮
行
会
の
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
書
き
残
し
て

い
る
。
教
員
煙
山
専
太
郎
が
学
生
た
ち
に
投
げ
か
け
た
言
葉
は
、
当
時
の
社
会
状
況
を
考
え
れ
ば
異
質
な
、
そ
し
て
相
当
の
覚
悟
を
要
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
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飲
む
も
の
も
食
べ
る
も
の
も
な
い
、
た
だ
言
葉
と
言
葉
だ
け
の
会
で
あ
っ
た
。
今
は
亡
き
煙
山
専
太
郎
先
生
が
、
教
員
を
代
表
し
て

我
々
に
贈
ら
れ
た
言
葉
は
、
大
要
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
軍
隊
と
い
う
所
は
野
蛮
な
所
で
あ
る
。
諸
君
の
教
養
が
こ
れ
を
い
く
ら
か
で
も
よ
く
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
期
待
す
る
。
諸
君

決
し
て
死
ん
で
は
な
ら
な
い
、
血
気
に
は
や
っ
た
り
、
変
な
責
任
感
に
と
ら
わ
れ
て
死
を
急
い
で
は
な
ら
な
い
。
是
非
元
気
で
帰
っ
て

き
て
ほ
し
い
。
古
来
、
中
国
で
は
人
を
送
る
に
酒
を
も
っ
て
す
る
と
い
う
が
、
今
は
そ
れ
が
な
い
。
詞
を
も
っ
て
送
る
を
、
次
に
よ
い

と
す
る
が
私
に
は
そ
れ
も
作
れ
な
い
。
た
だ
、
言
葉
を
も
っ
て
送
る
だ
け
で
、
諸
君
に
は
誠
に
相
済
ま
な
い
」

　

し
か
し
、
私
に
は
先
生
の
言
葉
が
一
番
嬉
し
か
っ
た
。
時
局
便
乗
と
い
う
の
か
、
当
時
の
中
年
以
上
の
者
が
や
た
ら
に
我
々
青
年
に

安
易
な
死
を
求
め
る
風
潮
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

木
村
時
夫
「
早
稲
田
大
学
百
年
の
回
顧
」
よ
り

『
紺
碧
の
空
な
ほ
青
く
』
早
稲
田
学
生
新
聞
会
編
、
一
九
七
七
年
に
所
収

﹇
主
な
展
示
資
料
﹈

○ 

徴
集
延
期
証
書
（
高
木
多
嘉
雄
）
／
東
京
聯
隊
区
徴
兵
署
、
一
九
四
二
年
七
月
二
一
日
（
新
谷
照
氏
寄
贈
高
木
多
嘉
雄
資
料
20
│
８

）

　
　

  

高
木
多
嘉
雄
は
一
九
二
二
年
東
京
出
身
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
在
学
中
に
学
徒
出
陣
、
一
九
四
五
年
三

月
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
で
戦
死
。

○ 

田
中
穂
積
宛
書
簡
／
小
泉
信
三
、
一
九
四
三
年
一
月
二
五
日
（
大
島
正
一
関
係
資
料
70
）

○ 

田
村
専
之
助
宛
葉
書
／
津
田
左
右
吉
、
一
九
四
二
年
二
月
二
八
日
（
田
村
八
束
穂
氏
寄
贈
資
料
Ｄ
013
）
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相
良
克
明
に
召
集
が
来
た
こ
と
を
し
ら
せ
る
津
田
左
右
吉
の
書
簡
。
相
良
は
福
島
県
出
身
、
一
九
二
九
年
三
月
早
稲
田
大
学
文
学
部

卒
業
、
卒
業
後
は
文
学
部
講
師
を
つ
と
め
る
。
一
九
四
二
年
三
月
召
集
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦
死
。

○ 
扇
子
（
市
島
保
男
出
陣
に
際
し
て
の
寄
書
き
、
於
浅
草
騎
西
屋
）
／
一
九
四
三
年
一
〇
月
一
〇
日
（
馬
越
千
鶴
氏
寄
贈
市
島
保
男
資
料
１

│
１

）﹇
写

真
１

﹈

　
　

  

扇
面
に
書
か
れ
た
寄
書
き
。
学
徒
出
陣
に
際
し
て
送
ら
れ
た
も
の
。
勇
ま
し
い
戦
死
を
謳
っ
た
も
の
ば
か
り
で
な
く
、〝
祈　

武
運

長
久　

し
っ
か
り
や
ろ
う
ぜ
〞
と
い
う
洒
脱
な
も
の
か
ら
、〝
生
き
て
生
き
て　

生
き
抜
き
て　

死
せ
ん
こ
と
を　

願
ふ
の
み
〞
と

い
っ
た
率
直
な
内
容
の
記
述
ま
で
多
彩
で
あ
る
。

○ 

扇
子
（
忠
魂
、
志
賀
利
吉
宛
）
／
早

稲
田
大
学
教
授
江
家
義
男
、
一
九

四
三
年
一
〇
月
（
志
賀
利
吉
氏
寄

贈
資
料
１

）

　
　

  

志
賀
利
吉
氏
は
一
九
四
三
年
四

月
早
稲
田
大
学
専
門
部
法
律
科

入
学
、
同
年
一
〇
月
学
徒
出
陣

と
な
り
徴
兵
検
査
を
受
け
る
も

不
合
格
。
学
苑
に
復
学
し
勤
労

動
員
に
参
加
、
一
九
四
五
年
第

三
期
特
別
幹
部
候
補
生
に
志

写真１

写真２
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ち
に
と
っ
て
の
軍
隊
生
活
と
は
不
条
理
と
不
自
由
の
空
間
で
あ
り
、
暴
力
に
よ
っ
て
絶
対
服
従
を
強
い
ら
れ
る
場
で
あ
っ
た
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
陰
険
な
イ
ジ
メ
、
露
骨
な
暴
力
が
学
徒
兵
を
苦
し
め
た
。
そ
の
一
方
で
、
配
属
部
隊
、
特
に
陸
軍
と
海
軍
で
は
そ
の

軍
隊
経
験
も
大
き
く
異
な
っ
た
。
海
軍
特
別
飛
行
隊
の
よ
う
に
、
高
度
な
技
術
取
得
を
求
め
ら
れ
た
部
隊
の
場
合
は
、
そ
の
生
活
も
長
期

に
わ
た
っ
た
。
そ
の
た
め
、
出
征
ま
で
の
期
間
に
、
家
族
と
の
往
復
書
簡
や
手
記
な
ど
、
多
く
の
関
係
資
料
を
遺
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。

写真３

願
、
八
月
一
五
日
を
豊
橋
陸
軍
予
備
士
官
学
校
で
む
か
え
た
。

○ 

出
征
の
記
（
東
部
第
四
十
八
部
隊
）
／
福
冨
謙
二
、
一
九
四
三
年
一
一
月
二
一
日
午
前
九

時
（
福
冨
茂
樹
氏
寄
贈
資
料
61
）﹇
写
真
２

﹈

　
　

  

福
冨
謙
二
は
一
九
一
〇
年
生
れ
、
一
九
三
三
年
早
稲
田
大
学
商
学
部
卒
業
。
卒
業
後

は
金
沢
貯
蓄
銀
行
に
勤
務
、
結
婚
し
子
供
三
人
を
授
か
る
も
、
一
九
四
三
年
一
一
月

に
臨
時
召
集
と
な
っ
た
。
満
州
地
域
か
ら
宮
古
島
を
転
戦
、
一
九
四
五
年
四
月
沖
縄

野
戦
病
院
で
死
去
。

入
営
と
訓
練
の
日
々

　

徴
兵
対
象
と
な
っ
た
学
徒
た
ち
は
、
ま
ず
主
に
出
身
地
で
徴
兵
検
査
を
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。
検
査
の
結
果
に
よ
っ
て
配
属
さ
れ
る
部
隊
が
決
定
さ
れ
、
本
格
的
な
軍
隊
生
活

が
始
ま
っ
た
。
彼
ら
の
軍
隊
で
の
生
活
は
、
ま
さ
し
く
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
連
続
で

あ
っ
た
。
大
学
と
い
う
〝
自
由
〞
と
〝
権
利
〞
と
が
保
障
さ
れ
た
空
間
で
生
き
た
学
徒
た
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﹇
主
な
展
示
資
料
﹈

○ 
忘
備
帳
／
高
橋
久
雄
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
〜
一
九
四
四
年
二
月
（
円
田
万
紀
氏
寄
贈
資
料
１

）

　
　

  
高
橋
久
雄
は
、
一
九
四
三
年
九
月
早
稲
田
大
学
専
門
部
政
治
経
済
科
繰
上
げ
卒
業
、
同
年
一
〇
月
召
集
、
一
九
四
四
年
九
月
東
港
で

戦
死
。
資
料
は
、
三
重
海
軍
航
空
隊
・
海
軍
予
備
生
第
四
分
隊
第
一
班
時
代
の
手
帳
。

○ 

手
帳
（
武
山
海
兵
団
入
団
前
後
の
日
記
を
含
む
）
／
市
島
保
男
、
一
九
四
三
年
一
二
月
か
ら
（
馬
越
千
鶴
氏
寄
贈
市
島
保
男
資
料
１

│
11
）

○ 

ア
ル
バ
ム
（
第
一
四
期
海
軍
飛
行
専
修
予
備
学
生
）
／
堀
家
醇
、
一
九
四
四
年
頃
（
堀
家
春
樹
氏
寄
贈
資
料
２

）﹇
写
真
３

﹈

Ⅱ　

戦
場
の
学
徒
た
ち

　

内
地
部
隊
で
訓
練
を
終
え
た
学
徒
は
、
た
だ
ち
に
実
際
の
戦
争
に
投
入
さ
れ
た
。
敗
戦
間
際
に
な
る
と
、
連
隊
で
の
訓
練
も
ま
ま
な
ら

な
い
ま
ま
、
戦
地
へ
と
送
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

学
徒
た
ち
の
戦
場
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
中
国
大
陸
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
へ
と
広
が
り
、
い
く

つ
か
の
戦
地
を
転
々
と
し
た
学
徒
も
多
く
、
戦
地
で
の
生
活
は
数
年
に
わ
た
っ
た
。

　

戦
地
で
の
学
徒
た
ち
の
生
活
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
〝
姿
〞
を
写
し
出
す
よ
う
な
資
料
は
限
り
な
く
少
な
い
と
い
え
よ
う
。
激
戦
地
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
あ
る
い
は
部
隊
が
壊
滅
し
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
の
逃
避
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
学
徒
た
ち
に
、
自
ら
の
思
い
や
存
在
を
証

明
す
る
余
裕
な
ど
存
在
し
な
か
っ
た
。
苛
烈
な
戦
場
に
身
を
置
い
た
学
徒
た
ち
の
な
か
に
は
、
家
族
へ
の
連
絡
や
、
遺
書
を
書
く
機
会
す

ら
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
、
私
た
ち
は
想
像
を
馳
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
戦
場
に
お
け
る
学
徒
た
ち
の
〝
姿
〞
を
知
る
上
で
、
内
地
の
家
族
や
友
人
と
の
往
復
書
簡
は
貴
重
な
資
料
と
な
る
。
書
簡
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の
内
容
は
、
家
族
へ
の
感
謝
や
内
地
で
の
空
襲
被
害
を
心
配
す
る
声
、
あ
る
い
は
自
ら
の
死
後
に
遺
さ
れ
る
家
族
へ
の
憂
慮
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
。
検
閲
と
い
う
制
約
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
戦
争
や
国
家
を
賛
美
す
る
美
辞
麗
句
の
裏
側
に
、
学
徒
た
ち

の
率
直
な
心
境
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

戦
地
か
ら
の
手
紙

　
　

松
井
栄
造
書
簡
（
一
九
四
三
年
頃
）

　
　
　

支
那
の
生
活
も
大
分
馴
れ
て
来
ま
し
た
、
支
那
語
も
次
第
に

　
　
　

覚
え
て
来
ま
し
た
、
不
自
由
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　

唯
本
の
無
い
こ
と
丈
が
不
自
由
で
す
、
何
か
送
っ
て
下
さ
い
、

　
　
　

中
央
公
論
か
改
造
か
、
文
芸
春
秋
か
、
何
か
毎
月
送
っ
て

　
　
　

頂
け
る
と
都
合
が
良
い
で
す
が
、
一
冊
で
も
良
い
の
で
す
、
き
ま
っ
た
も
の

　
　
　

が
よ
い
で
す
、
短
歌
研
究
で
も
い
い
で
す
。
そ
れ
と
マ
イ
ナ
ー
ハ
ー
モ
ニ
カ
を

　
　
　

送
っ
て
下
さ
い
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
マ
イ
ナ
ー
と
二
本
頼
み
ま
す
。
子
供
だ
ま
し

　
　
　

の
様
な
慰
問
袋
は
ゐ
り
ま
せ
ん
、
紀
坊
の
所
属
部
隊
を

　
　
　

知
ら
せ
て
下
さ
い
、
東
京
の
石
井
さ
ん
、
岐
阜
遠
藤
さ
ん
へ
は

　
　
　

時
々
手
紙
を
差
上
げ
て
下
さ
い
、
内
木
さ
ん
へ
も
頼
み
ま
す
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福
冨
謙
二
書
簡
（
一
九
四
五
年
四
月
頃
）

　
　
　

御
病
状
如
何
で
す
か
。
何
時
々
々
迄
も
長
生
き
し
て
下
さ
い
。

　
　
　

何
に
も
御
孝
養
を
つ
く
し
ま
ゐ
ら
す
こ
と
も
な
く
そ
し
て
今
又
御
年
老

　
　
　

に
お
歎
き
を
お
か
け
申
す
こ
と
を
何
卆
お
許
し
下
さ
い
。

　
　
　

併
し
何
に
し
て
も
歌
は
よ
ろ
こ
び
で
し
た
歌
を
信
仰
の
如
き
迄
徹
し
得
た

　
　
　

自
分
に
と
っ
て
死
に
直
面
し
つ
つ
あ
る
現
在
に
於
て
万
て
の
夢
は
消

　
　
　

え
去
っ
て
心
あ
く
迄
淡
々
と
し
て
ゐ
ま
す
。（
こ
こ
で
の
歌
は
殆
ん
ど
未
発
表
に
な
り
ま
せ
う
）

　
　
　

第
一
戰
に
於
て
皇
国
の
兵
と
し
て
充
分
つ
く
し
得
ざ
り
し
こ
と
ゝ

　
　
　

後
に
殘
る
一
家
の
こ
と
が
気
に
か
ゝ
り
ま
す
が
、

　
　
　

子
供
達
に
も
妻
に
も
何
に
も
し
て
や
れ
な
か
っ
た
様
に
思
ふ
。

　
　
　

敏
代
が
一
番
可
哀
想
に
思
は
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

苦
難
の
人
の
世
を
子
供
三
人
を
力
に
乘
り
切
っ
て
ゆ
か
れ
る
様

　
　
　

力
づ
け
て
や
っ
て
下
さ
い
。

﹇
主
な
展
示
資
料
﹈

○ 

金
野
衣
子
宛
書
簡
／
金
野
廉
司
、
一
九
四
四
年
ヵ
五
月
三
日
（
岸
恭
子
氏
寄
贈
資
料
１

）

　
　

  

二
枚
の
便
箋
の
表
裏
に
び
っ
し
り
書
か
れ
た
妹
宛
の
書
簡
、
教
育
隊
生
活
や
遺
さ
れ
た
兄
弟
の
身
の
処
し
方
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ

て
い
る
。
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田
部
達
雄
は
一
九
二
三
年
東
京
出
身
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
進
学
と
同
時
に
学
徒
出
陣
と
な
っ
た
。
入

営
後
は
、
前
橋
予
備
士
官
学
校
に
入
校
、
一
九
四
五
年
三
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
で
戦
死
。

○ 

中
村
万
作
宛
書
簡
／
市
島
保
男
、
一
九
四
五
年
四
月
頃
（
馬
越
千
鶴
氏
寄
贈
市
島
保
男
資
料
１

│
20
│
１

）

　
　

  

特
攻
出
陣
を
直
前
に
し
て
、
中
村
牧
師
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
の
厚
情
を
謝
す
と
と
も
に
決
意
を
述
べ
た
書
簡
。
市
島
保
男
は
一
九
四

三
年
一
〇
月
早
稲
田
大
学
商
学
部
在
学
中
に
学
徒
出
陣
、
一
九
四
五
年
四
月
神
風
特
別
攻
撃
隊
員
と
し
て
沖
縄
東
南
海
上
で
戦
死
。

○ 

松
井
弘
次
宛
葉
書
三
通
／
松
井
栄
造
、
一
九
四
三
年
頃
（
清
水
昇
氏
寄
贈
松
井
栄
造
関
係
資
料
27
）﹇
写
真
５

﹈

　
　

  

松
井
栄
造
は
一
九
一
八
年
静
岡
県
浜
松
市
出
身
、
一
九
三
七
年
四
月
早
稲
田
大
学
第
一
高
等
学
院
入
学
。
野
球
部
で
活
躍
し
、
一
九

写真４

写真５

○ 

椎
根
幸
雄
宛
葉
書
／
椎
根
正
、
一
九
四
五
年

一
月
三
日
（
椎
根
幸
雄
氏
所
蔵
）

　
　

  

椎
根
正
は
一
九
二
二
年
生
れ
、
一
九
四
三

年
九
月
早
稲
田
大
学
高
等
師
範
部
を
繰
上

げ
卒
業
。
入
営
後
は
、
海
軍
第
十
三
期
飛

行
予
備
学
生
と
し
て
土
浦
や
福
山
で
訓
練

を
受
け
た
。
一
九
四
五
年
六
月
沖
縄
周
辺

で
戦
死
。

○ 

家
族
宛
葉
書
三
通
／
田
部
達
雄
、
一
九
四
四

年
六
月
〜
九
月
（
新
井
け
い
子
氏
寄
贈
資
料

31
・
33
・
49
）﹇
写
真
４

﹈
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四
一
年
一
二
月
早
稲
田
大
学
商
学
部
を
繰
上
げ
卒
業
。
一
九
四
二
年
二
月
召
集
、
同
年
５

月
豊
橋
陸
軍
予
備
士
官
学
校
入
学
。
見
習

士
官
と
し
て
中
国
大
陸
に
渡
り
、
一
九
四
三
年
五
月
湖
北
省
姚
家
坊
付
近
で
戦
死
。

○ 
家
族
宛
葉
書
四
通
／
福
冨
謙
二
、
一
九
四
四
年
春
〜
一
九
四
五
年
四
月
頃
（
福
冨
茂
樹
氏
寄
贈
資
料
２

・
10
・
17
）

○
柴
崎
千
枝
子
宛
葉
書
三
通
／
柴
崎
信
緒
、
一
九
四
五
年
（
柴
崎
信
緒
氏
寄
贈
資
料
３

）

　
　

  

乗
艦
中
に
し
た
た
め
た
短
歌
を
、
添
削
を
請
う
た
め
書
き
送
っ
た
も
の
。
柴
崎
信
緒
氏
は
一
九
二
三
年
生
れ
、
一
九
四
三
年
九
月
早

稲
田
大
学
専
門
部
法
科
を
繰
上
げ
卒
業
。
同
年
一
〇
月
召
集
、
主
に
通
信
士
と
し
て
護
衛
艦
に
勤
務
し
、
佐
世
保
鎮
守
府
で
一
九
四

五
年
八
月
一
五
日
を
む
か
え
た
。

写真６

写真７

○ 

手
記
／
柴
崎
信
緒
、
一
九
四
五
年

八
月
八
日
（
柴
崎
信
緒
氏
寄
贈
資
料

２

）﹇
写
真
６

﹈

　
　

  

一
九
四
五
年
八
月
八
日
の
午

前
、
対
馬
東
方
海
上
を
護
衛
航

海
中
に
Ｂ
29
及
び
Ｐ
38
編
隊
に

急
襲
を
受
け
、
多
数
の
死
傷
者

を
出
し
な
が
ら
、
対
馬
比
田
勝

港
へ
入
港
後
に
書
か
れ
た
手
記
。

○ 

家
族
宛
葉
書
二
通
／
金
野
廉
司
、

一
九
四
四
年
秋
頃
（
岸
恭
子
氏
寄
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贈
資
料
２

・
３

）﹇
写
真
７

﹈

　
　

  
金
野
廉
司
は
一
九
二
〇
年
生
れ
、
一
九
四
〇
年
に
専
門
部
商
科
入
学
、
一
九
四
二
年
九
月
繰
上
げ
卒
業
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
萬
年
筆
株
式

会
社
へ
入
社
直
後
に
召
集
、
一
九
四
五
年
一
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
で
戦
死
。

Ⅲ　

戦
場
か
ら
〝
日
常
〞
へ

　

戦
地
に
お
け
る
学
徒
の
〝
死
〞
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
家
族
や
友
人
た
ち
に
も
た
ら
さ
れ
た
。〝
死
〞
を
め
ぐ
る
詳
細
な
状
況
や
、

遺
書
を
含
む
多
く
の
遺
品
が
、
配
属
部
隊
の
関
係
者
に
よ
っ
て
家
族
の
も
と
に
届
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
確
か
に
存
在
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
戦
死
し
た
場
所
さ
え
不
確
か
な
ケ
ー
ス
も
存
在
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
学
徒
た
ち
の
〝
死
〞
を
受
け
止
め
る
家
族
の
様
相
も
多
様
で
あ
っ
た
。〝
仇
を
と
る
〞
云
々
と
い
っ
た
勇
ま
し
い
も
の
も
あ
っ

た
が
、
彼
ら
の
〝
死
〞
に
直
面
し
た
悲
し
み
を
率
直
に
表
現
し
た
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
。
彼
ら
の
〝
死
〞
が
戦
意
高
揚
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
へ
の
忌
避
感
が
存
在
し
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

一
方
で
、
辛
く
も
命
を
落
と
す
こ
と
な
く
敗
戦
を
迎
え
た
学
徒
た
ち
の
〝
帰
還
〞
は
、
相
当
な
困
難
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
着
の
身

着
の
ま
ま
の
復
員
生
活
は
、
彼
ら
が
〝
敗
残
の
兵
〞
で
あ
っ
た
こ
と
を
象
徴
し
た
。
ま
た
、〝
帰
還
〞
し
た
彼
ら
が
目
に
し
た
の
は
焦
土

と
化
し
、
荒
廃
し
た
〝
祖
国
〞
で
あ
っ
た
。
復
員
後
、
学
苑
に
復
学
し
学
業
を
再
開
し
た
者
も
あ
っ
た
が
、
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
っ
て

学
業
の
継
続
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
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﹇
主
な
展
示
資
料
﹈

○ 
松
井
半
次
郎
書
簡
／
松
井
勲
、
一
九
四
三
年
六
月
一
一
日
（
清
水
昇
氏
寄
贈
松
井
栄
造
関
係
資
料
28
）

　
　

  
松
井
栄
造
の
戦
死
と
、
そ
の
死
の
詳
細
な
状
況
を
知
ら
せ
る
九
枚
に
も
わ
た
る
書
簡
。
松
井
勲
は
栄
造
が
所
属
し
た
部
隊
の
隊
長
。

○ 

姚
家
坊
附
近
夜
襲　

松
井
見
習
士
官
戦
闘
経
過
要
図
／
一
九
四
三
年
（
清
水
昇
氏
寄
贈
松
井
栄
造
関
係
資
料
33
）

○ 

布
告
（
神
風
特
別
攻
撃
隊
琴
平
水
偵
隊
員
の
死
去
に
つ
い
て
）
／
聯
合
艦
隊
司
令
官
長　

小
澤
治
二
﹇
三
ヵ
﹈
郎
、
一
九
四
五
年
八
月
一
〇

日
（
椎
根
幸
雄
氏
所
蔵
）

　
　

  

神
風
特
別
攻
撃
隊
琴
平
水
偵
隊
と
し
て
、
一
九
四
五
年
六
月
二
五
日
か
ら
二
八
日
の
四
日
間
に
戦
死
し
た
九
名
の
戦
死
と
そ
の
状
況

写真８

に
関
す
る
布
告
。
九
名
の
最
初
に
早
稲
田
大
学
高
等
師
範
部
卒
業
生
で
あ
る
椎
根

正
の
名
前
が
あ
る
。

○ 

両
親
宛
書
簡
／
馬
越
ミ
ド
リ
、
一
九
四
五
年
五
月
九
日
（
馬
越
千
鶴
氏
寄
贈
市
島
保
男

資
料
４

│
５

│
65
）﹇
写
真
８

﹈

　
　

  
馬
越
ミ
ド
リ
は
市
島
保
男
の
妹
。
兄
保
男
戦
死
の
報
に
接
し
、
両
親
宛
て
に
そ
の

突
然
の
悲
し
み
と
、
亡
き
兄
へ
の
想
い
を
率
直
に
綴
っ
た
手
紙
。

○ 

市
島
文
子
宛
書
簡
／
市
瀬
宗
夫
、
一
九
四
五
年
八
月
一
四
日
（
馬
越
千
鶴
氏
寄
贈
市
島

保
男
資
料
５

│
２

│
44
）

　
　

  

市
島
保
男
の
友
人
で
あ
り
早
稲
田
の
同
窓
で
も
あ
っ
た
市
瀬
宗
夫
よ
り
遺
族
に
送

ら
れ
た
書
簡
。市
島
の
遺
書
が
ラ
ジ
オ
放
送
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
。
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戦
後
を
生
き
る

　

復
員
し
た
学
徒
兵
や
戦
死
し
た
学
徒
兵
の
遺
族
に
と
っ
て
の
戦
後
は
、
戦
死
し
た
学
徒
兵
の
〝
死
〞
と
向
き
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

生
還
し
た
元
学
徒
兵
の
た
ち
の
な
か
に
は
、
自
ら
が
〝
死
に
切
れ
な
か
っ
た
〞
こ
と
を
悔
い
、
ま
た
戦
死
し
た
学
友
へ
の
謝
罪
の
意
識

を
抱
え
た
者
も
少
な
く
な
い
。
自
ら
の
生
存
を
悔
や
み
、
そ
れ
ゆ
え
に
戦
場
で
の
経
験
を
語
る
こ
と
を
憚
っ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
喜
ぶ
べ

き
自
ら
の
帰
還
が
、
生
き
延
び
た
者
に
と
っ
て
の
重
荷
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
戦
死
し
た
学
徒
た
ち
が
叶
え
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た

〝
生
〞
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
が
、
遺
さ
れ
た
元
学
徒
兵
に
と
っ
て
の
生
存
証
明
で
も
あ
っ
た
。

　

一
方
、
戦
死
し
た
学
徒
の
家
族
に
と
っ
て
、
彼
ら
の
〝
死
〞
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
多
く
の
時
間
を
必
要
と
し
た
。
戦
死
し
た
場
所

や
そ
の
原
因
す
ら
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
遺
族
に
と
っ
て
、
学
徒
の
〝
生
き
た
証
〞
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
彼
ら
の
死
を
受
け
入

れ
る
た
め
に
は
不
可
欠
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
同
じ
部
隊
に
所
属
し
た
人
を
捜
し
、
死
因
や
戦
没
地
に
つ
い
て
の
訂
正
を
求
め
る
活
動
も

存
在
し
た
。

復
員
学
徒
の
回
想

　
　

柴
崎
信
緒
氏
（
２

０

１

３

年
及
び
２

０

１

４

年
実
施
の
聞
き
取
り
よ
り
）

　
　
　

  （
生
還
者
に
と
っ
て
の
〝
苦
し
み
〞
や
〝
痛
み
〞
に
つ
い
て
問
わ
れ
）

　
　
　

  

戦
争
と
敗
戦
に
よ
る
敗
北
感
は
20
代
前
半
の
人
間
の
精
神
性
を
ひ
ど
く
傷
つ
け
、
そ
の
傷
は
自
分
で
も
癒
す
こ
と
も
で
き
な
い
ま

ま
、
消
え
な
い
フ
ィ
ル
ム
と
な
っ
て
心
の
奥
底
に
残
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

  

自
己
を
取
り
戻
し
た
時
間
に
、
ふ
と
頭
を
持
ち
上
げ
る
の
は
〝
傷
〞
の
痛
み
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
繰
り
返
し
登
場
す
る
軍
隊
の
経

験
で
あ
る
。
夢
に
う
な
さ
れ
て
汗
で
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
飛
び
起
き
た
の
は
、
復
員
直
後
か
ら
何
年
間
か
の
間
で
あ
っ
た
が
、
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い
ま
で
も
当
時
の
あ
り
あ
り
と
し
た
断
片
が
、
時
々
脈
絡
な
し
に
ふ
と
夢
間
に
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

﹇
主
な
展
示
資
料
﹈

○ 

軍
隊
手
帳
／
福
冨
謙
二
（
福
冨
茂
樹
氏
寄
贈
資
料
63
）

　
　

福
冨
謙
二
の
軍
隊
で
の
履
歴
が
記
載
さ
れ
た
軍
隊
手
帳
で
あ
り
遺
品
の
一
つ
で
も
あ
る
。

○ 

通
知
（
市
島
亀
松
宛
）
／
第
二
復
員
省
人
事
局
長
川
井
厳
、
一
九
四
六
年
二
月
一
八
日
（
馬
越
千
鶴
氏
寄
贈
市
島
保
男
資
料
１

│
21
│
１

）﹇
写

真
９

﹈

写真９

　
　

  

市
島
保
男
の
戦
死
に
関
す
る
情
報
、
及
び
二
階
級
昇
進
（
海
軍
大
尉
）
を
知
ら
せ
る
通

知
。
横
須
賀
英
霊
安
置
所
の
案
内
を
含
む
。

○ 
椎
根
正
吉
宛
書
簡
／
越
後
郷
子
（
復
員
業
務
課
）、
五
月
二
二
日
（
椎
根
幸
雄
氏
所
蔵
）

　
　

  
椎
根
正
の
戦
死
状
況
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
情
報
を
問
い
合
わ
せ
た
こ
と
へ
の
返

書
。
椎
根
正
と
同
じ
部
隊
に
所
属
し
た
生
存
者
の
住
所
な
ど
も
記
さ
れ
て
お
り
、
遺
さ

れ
た
家
族
の
懸
命
な
活
動
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

○ 

手
記
「
妄
念
」
／
大
西
鐡
之
祐
、
一
九
四
八
年
（
大
西
ア
ヤ
氏
所
蔵
）

　
　

  

大
西
鐡
之
祐
は
一
九
一
六
年
奈
良
県
出
身
、
一
九
三
九
年
早
稲
田
大
学
商
学
部
を
卒

業
、
学
生
時
代
に
は
ラ
グ
ビ
ー
部
で
活
躍
し
た
。
一
九
四
〇
年
一
月
召
集
、
近
衛
歩
兵

第
四
連
隊
に
配
属
、
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
に
出
征
し
た
。
敗
戦
を
ス
マ
ト
ラ
で
む

か
え
た
大
西
は
、
マ
ラ
ッ
カ
で
の
収
容
所
生
活
を
経
て
、
一
九
四
六
年
六
月
に
復
員
し
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た
。
戦
後
は
、
早
稲
田
大
学
教
授
の
ほ
か
、
早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
・
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
監
督
と
し
て
も
活
躍
し
た
。

○ 
高
木
磯
吉
宛
葉
書
／
早
稲
田
大
学
校
友
会
、
一
九
五
四
年
一
〇
月
一
日
（
新
谷
照
氏
寄
贈
高
木
多
嘉
雄
資
料
20
│
６

）

　
　

  
早
稲
田
大
学
校
友
会
か
ら
の
、
高
木
多
嘉
雄
の
移
転
先
を
問
い
合
わ
せ
る
内
容
の
葉
書
。
敗
戦
か
ら
一
〇
年
近
く
が
経
過
し
て
も
、

大
学
が
学
徒
出
陣
や
戦
争
犠
牲
者
の
情
報
収
集
に
苦
慮
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

大
西
鐡
之
祐
「
人
生
の
再
出
発
」（
手
記
「
妄
念
」
の
冒
頭
）

　

敗
戦
と
共
に
、
三
十
年
培
は
れ
し
思
想
と
主
義
は
歴
史
上
に
な
き
、
こ
の
事
実
の
前
に
動
揺
し
た
。
過
去
二
年
間
は
自
己
の
思
想
と
主

義
に
対
す
る
反
省
と
再
認
識
に
終
始
さ
れ
た
。
然
し
自
分
の
進
ん
で
来
た
道
は
決
し
て
間
違
つ
て
ゐ
な
か
っ
た
事
を
自
覚
す
る
と
共
に
、

こ
の
基
盤
の
上
に
立
っ
て
、
こ
れ
か
ら
再
出
発
す
べ
き
時
代
に
到
達
し
た
。
昭
和
二
十
三
年
こ
そ
、
こ
の
年
で
あ
る
。

（
中
略
）

　

私
は
今
日
決
心
し
た
こ
の
方
向
に
、
大
戦
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
幾
多
戦
友
に
代
わ
っ
て
、
祖
国
復
興
に
第
一
歩
を
進
め
る
。
明
る
い

祖
国
の
再
建
に
。
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展
示
風
景


